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14-02-R8-3-2 

水産部門、水産食品及び流通、令和８年度、選択科目Ⅲ―２ 

 

以下の論文は、ChatGPTをカスタマイズした「技術士二次試験三上塾 AI論文作成ツール」 

が作成した「概要論文」なので、一般的な合格論文と異なります。 

 

勉強の進め方としては、以下の資料を元に論文の方向性を掴みつつ、概要表や出典などを参

考に以下の概要論文を修正すると短時間で効率的な勉強ができます。以下の出典の URL を

クリックしてもサイトが表示されない場合は、出典名をネット検索してください。 

 

以下の論文では、観点と課題を章の最初に書いていますが、課題などを最後に書きたい場合

は、テンプレート（プロンプト）を変更すれば最後に書くことが可能です。 

 

設問は以下のサイトをご覧ください。 

https://www.engineer.or.jp/c_categories/index02022.html 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

本問は、令和 6年度水産白書の特集「海洋環境の変化による水産業への影響と対応」と非

常に強く対応しており、**「魚を元に戻す」のではなく、「獲れる魚が変わることを前提

として、産地の加工・流通システムを適応させる」**という発想が中心になります。水産

庁も、資源状態の良い魚種への加工原材料転換、低・未利用魚の商品化、供給平準化等を

政策として掲げています。(農林水産省 JFA) 

また、選択科目Ⅲでは、設問を細かく分解し、「観点→技術課題」「最重要課題→複数の

解決策」「解決策→波及効果→懸念事項→対応策」の対応関係を崩さないことが重要で

す。 

1．設問テーマの社会目的 

社会目的は、 

海洋環境の変化によって漁獲量・漁獲魚種が変化しても、漁業者と加工事業者が持続的に

収益を確保できる産地を形成し、国民への水産物の安定供給と地域水産業の持続性を確保

すること 

です。 

したがって、「サンマやスルメイカを再び獲れるようにする」という資源・漁業側だけの

論文にすると、水産食品及び流通という選択科目から外れやすくなります。 

中心となる考え方は、 

https://www.engineer.or.jp/c_categories/index02022.html
https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/r06_h/measure/m_03_3.html?utm_source=chatgpt.com
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「従来魚種依存型の加工・流通」→「漁獲魚種の変化に柔軟に適応できる加工・流通」 

への転換です。 

これは現行の水産基本計画が掲げる「海洋環境の変化を踏まえた水産業の持続性」と整合

します。(農林水産省 JFA) 

 

2．出題者の意図 

出題者は、単に「海水温上昇で魚種が変わった」という知識を確認したいのではありませ

ん。 

選択科目Ⅲで評価される問題解決能力・課題遂行能力、すなわち複合的な問題を多様な視

点から分析し、技術的に解決する能力を確認する問題です。令和 8年度試験でも選択科目

Ⅲは 600字×3枚、30点で、問題解決能力及び課題遂行能力が問われます。 

特に確認したい能力は、 

①魚種変化が加工・流通・経営へ及ぼす連鎖的影響を分析できるか 

②水産食品及び流通の専門技術から課題を設定できるか 

③新たに獲れる魚を「困った魚」ではなく地域資源として利用できるか 

④加工・品質管理・流通・販売を一体として解決できるか 

⑤解決策の副作用まで予見し、対応できるか 

です。 

 

3．重要な箇所と注意すべき箇所 

最重要語句は、**「漁業者及び加工事業者」「水産食品及び流通分野の技術者」「多面的

な観点」「3つの技術課題」「観点を明記」「複数の解決策」「専門技術用語」「波及効

果」「専門技術を踏まえた懸念事項」「業務遂行に必要な要件」**です。 

特に注意したいのは次の点です。 

第一に、問題と課題を混同しないこと。 

「サンマが獲れない」「加工原料が不足している」「新魚種の販路がない」は基本的に問

題です。「加工原料が不足していることが課題」とすると、問題の言い換えになってしま

います。 

例えば、 

https://www.jfa.maff.go.jp/j/policy/kihon_keikaku/index.html?utm_source=chatgpt.com
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問題：従来魚種の加工原料が不足している。 

↓ 

技術課題：漁獲魚種の変化に対応できる柔軟な加工体制の構築。 

とします。マニュアルでも課題は文末を明確に「○○が課題である」とする考え方が示さ

れています。 

第二に、漁業そのものの課題へ寄り過ぎないこと。 

資源管理、漁船大型化、漁場探索だけで 3課題を作ると、「水産食品及び流通」の専門性

が弱くなります。 

第三に、3課題のレベルを揃えること。 

本問なら「加工」「品質・供給」「流通・市場」という異なる観点から整理すると、多面

的になります。 

 

4．論文作成上のポイント 

本問の因果関係は次の一本線で整理すると書きやすくなります。 

海洋環境変化 

→主要魚種の減少・魚種交替 

→従来型加工設備が対応できない 

→新魚種の品質評価・利用技術が未確立 

→販路・食文化が形成されていない 

→魚価低迷・加工場稼働率低下 

→漁業者・加工事業者双方の経営悪化 

これを逆向きに解決します。 

新魚種の商品価値を把握 

→加工技術・品質管理技術を確立 

→加工設備を多魚種対応化 

→新商品化 

→販路・需要を形成 

→魚価向上・加工場稼働率向上 

→産地全体の収益安定 

実際、水産庁は「新たに獲れる魚種について、食文化がない、販路が確立していないため

低価格で取引される」という問題を指摘しています。(農林水産省 JFA) 

 

https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/r06_h/trend/1/t1_f_2_3.html?utm_source=chatgpt.com
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5．不合格者と合格者の思考の違い 

設問を見た

場面 
不合格になりやすい思考 合格者型の思考 

海洋環境変

化 

温暖化について詳しく書

こう 
背景説明は短くし、加工・流通への影響を考える 

漁獲量減少 魚を増やす方法を考える 原料不足に適応する加工・流通システムを考える 

新魚種増加 
新しい魚が獲れて良かっ

た 

加工適性、鮮度、品質、安全性、価格、販路を分

析する 

技術課題 
「原料不足」「人手不

足」と書く 

「多魚種対応型加工体制の構築」のように解決方

向を書く 

多面的観点 似た課題を 3つ並べる 加工、品質・供給、流通・市場など視点を変える 

解決策 補助金、PR、連携を書く 
加工技術、品質管理、コールドチェーン等の専門

技術を軸にする 

波及効果 売上が増える 
漁価向上→加工稼働率向上→雇用維持→産地持続

性まで展開 

懸念事項 特に書くことがない 
新魚種利用拡大による品質・安全・資源利用上の

副作用を予見する 

 

6．設問から作成した概要表 

項目 骨子 

現

状・

問題 

海洋環境の変化によりサンマ、スルメイカ、サケ等の漁獲が減少する一方、従来

少なかった魚種の漁獲が増加している。従来魚種を前提とした加工場では原料不

足・稼働率低下が発生する一方、新魚種は加工技術、商品、商流、食文化が十分

に形成されず低価格となる場合がある。 

技術

課題

① 

加工技術の観点：漁獲魚種の変化に対応する多魚種対応型加工体制の構築が課

題。 特定魚種専用の加工設備では魚体形状等が異なる新魚種へ機動的に対応でき

ない。 

技術

課題

② 

品質・供給の観点：新魚種の品質評価と安定供給体制の構築が課題。 魚種ごとに

鮮度低下特性、脂質、加工適性等が異なるうえ、水揚量の変動が大きい。 

技術

課題

③ 

流通・市場の観点：新魚種の高付加価値化と販路形成が課題。 食文化や知名度、

商品規格、販売ルートがなく、豊漁でも低魚価となる場合がある。 

最重

要課

題 

漁獲魚種の変化に対応する多魚種対応型加工体制の構築。 加工できなければ新魚

種を漁獲しても商品化・流通できず、漁業者の魚価向上にも加工業者の原料確保

にもつながらないため。 
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項目 骨子 

解決

策① 

加工ラインのフレキシブル化。 魚体サイズ・形状に応じて切替可能な加工機器、

画像認識・AI選別、省力化機器等を導入し、多魚種少量変動型の加工へ転換す

る。 

解決

策② 

新魚種に適した品質・安全管理技術の確立。 K値、温度履歴等による鮮度評価、

急速冷凍・IQF等による品質保持、HACCP に基づく衛生管理を実施する。サワラ等

では温度管理を徹底しヒスタミン生成を防止する。 

解決

策③ 

商品開発とバリューチェーンの構築。 新魚種の成分・加工適性を把握して冷凍

品、惣菜等を開発し、漁業者・加工業者・卸売・小売・外食が需要情報を共有し

て販路を形成する。 

波及

効果 

新魚種の魚価向上と漁業所得増加、加工場の原料確保・稼働率向上、地域雇用維

持、低・未利用魚削減、水産物の安定供給、産地ブランド形成。 

懸念

事項 

販路拡大を急ぐと、水揚量変動による供給不足・過剰在庫、新魚種の品質管理不

備、特定の新魚種への再依存等が生じる可能性がある。 

対応

策 

漁獲・海況・需要データを共有し、生産から販売まで需給を調整する。HACCP及び

コールドチェーンを徹底するとともに、複数魚種の商品ポートフォリオを形成す

る。業務遂行では漁業者、加工業者、研究機関、行政、流通・販売事業者との合

意形成、科学的根拠に基づく評価、消費者への正確な情報提供を必要な要件とす

る。 

この骨子は、マニュアルが示す「現状・問題→観点・技術課題→解決策→波及効果→懸念

事項への対応策」という構造に合わせています。 

参考出典 

1. 水産庁「令和 6年度 水産白書」 

令和 6年度 水産白書 全文 

2. 水産庁「令和 6年度水産白書 特集―水産加工・流通への影響」 

水産加工・流通への影響 

3. 水産庁「令和 6年度水産白書―加工・流通・消費に向けた取組」 

加工・流通・消費に向けた取組 

4. 水産庁「海洋環境の変化に対応した漁業の在り方に関する検討会の取りまとめ」 

海洋環境の変化に対応した漁業の在り方に関する検討会 

5. 水産庁「水産基本計画（令和 4年 3月 25日閣議決定）」 

水産基本計画 

6. 農林水産省「農林水産省気候変動適応計画」 

農林水産省気候変動適応計画 

7. 国立研究開発法人水産研究・教育機構「サンマの不漁要因と海洋環境との関係に

ついて（調査・研究の進捗）」 

サンマの不漁要因と海洋環境との関係について 

https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/R6/250606_1.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/r06_h/trend/1/t1_f_2_3.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/r06_h/trend/1/t1_f_3_2.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.jfa.maff.go.jp/j/press/kikaku/230607.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.jfa.maff.go.jp/j/policy/kihon_keikaku/index.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/climate/adapt/top.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/press/pr2023/20230407_col.html?utm_source=chatgpt.com
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8. 国立研究開発法人水産研究・教育機構「FRA-ROMSⅡv2」関連資料 

過去 30 年以上の海況を再現した海況予測システムの新バージョンを運用開始 

 

7．1800 文字程度の論文 

以下は、上記骨子をそのまま答案化したものです。特に「問題」を「課題」として書か

ず、課題を推進・構築すべき方向として表現しています。 

１．多面的な観点からの技術課題の抽出 

１）多魚種対応型加工体制の構築 

加工技術の観点で考えれば、漁獲魚種の変化に対応する多魚種対応型加工体制の構築が課

題である。具体的には、海洋環境の変化によりサンマ、スルメイカ、サケ等の漁獲量が減

少する一方、従来は少なかったサワラ、タチウオ等が漁獲される地域が生じている。しか

し、産地加工場は特定魚種の魚体形状や処理方法を前提とした専用設備が多く、新魚種へ

の機動的な転換が難しい。このため、加工場の稼働率低下を防ぎ、新たな漁獲物を有効利

用する加工体制が必要である。 

２）新魚種の品質評価と安定供給体制の構築 

品質・供給の観点で考えれば、新魚種の品質評価と安定供給体制の構築が課題である。具

体的には、魚種によって鮮度低下速度、脂質含量、魚体サイズ、加工適性等が異なる。ま

た、海洋環境の変化に伴う水揚量は年・季節による変動が大きく、加工原料を計画的に確

保しにくい。このため、新魚種の品質特性を把握するとともに、冷凍保管等による供給平

準化が必要である。 

３）新魚種の高付加価値化と販路形成 

流通・市場の観点で考えれば、新魚種の高付加価値化と販路形成が課題である。具体的に

は、新たに漁獲される魚種は地域に食文化や知名度がなく、商品規格や販路も確立されて

いない場合がある。このため、豊漁でも低価格となり、漁業者の所得向上につながらな

い。そこで、消費者ニーズに適合した商品を開発し、新たな需要を創出する必要がある。 

２．抽出した技術課題のうち最も重要と考える技術課題と解決策 

私は「漁獲魚種の変化に対応する多魚種対応型加工体制の構築」が最も重要な課題と考え

る。理由は、新魚種を安定的に加工・商品化できなければ、漁業者の魚価向上にも加工事

業者の原料確保にもつながらないからである。以下にその解決策を示す。 

１）加工ラインのフレキシブル化 

https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/press/pr2024/20250108_fra-roms.html?utm_source=chatgpt.com
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魚種変化に柔軟に対応できる加工ラインの構築が重要である。具体的には、魚体サイズや

形状に応じて設定変更できる切身・フィレー加工機、画像認識による魚種・サイズ選別、

省力化機器等を導入する。また、複数魚種を同一ラインで処理できる工程設計により、多

魚種少量変動型の加工体制へ転換する。 

２）品質・安全管理技術の確立 

新魚種に応じた品質・安全管理技術の確立が重要である。具体的には、K値や温度履歴等

から鮮度を評価し、急速冷凍や IQF等により品質を保持する。また、HACCP に基づく衛生

管理を実施し、サワラ等では漁獲直後から低温管理を徹底してヒスタミン生成を防止す

る。 

３）商品開発とバリューチェーンの構築 

新魚種の商品化と需要創出が重要である。具体的には、脂質、食味、歩留り等の特性を評

価し、冷凍品、惣菜等の用途別商品を開発する。また、漁業者、加工業者、卸売、小売、

外食等が水揚・需要情報を共有し、産地から消費地まで一体となったバリューチェーンを

構築する。 

３．解決策を実行して生じる波及効果と懸念事項への対応策 

１）波及効果 

産地水産業の収益性と環境変化への適応力が向上する効果がある。具体的には、新魚種の

商品価値向上により漁業者の魚価が向上するとともに、加工事業者は原料を多様化でき、

加工場の稼働率が向上する。また、地域雇用の維持、低・未利用魚の削減、水産物の安定

供給にも波及する。 

２）懸念事項 

懸念事項としては、新たな魚種への利用転換を急ぐことで、品質事故や需給不均衡、特定

の新魚種への再依存が生じることである。具体的には、需要を超えた加工による過剰在庫

や、新魚種の取扱知識不足による鮮度・衛生管理上の問題が生じる可能性がある。 

３）対応策 

対応策としては、科学的データに基づく品質・需給管理と関係者間の合意形成が必要な要

件である。具体的には、漁獲・海況・在庫・販売データを漁業者、加工業者、流通業者等

で共有し、需要に応じて加工量を調整する。また、HACCPとコールドチェーンを徹底し、

複数魚種の商品ポートフォリオを形成する。さらに、研究機関や行政とも連携して効果を

継続的に評価し、消費者に品質、安全性、産地等の情報を正確に提供することで、海洋環

境の変化に適応できる持続的な水産業を実現する。 
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この答案の核は、「魚種変化＝不漁問題」と捉えるのではなく、「魚種変化に加工・流通

システムを適応させる問題」と捉えることです。この軸を固定すると、水産食品及び流通

の専門性と、選択科目Ⅲで要求される問題解決能力の両方を示しやすくなります。 

 

上記の様に、自分の受験部門・受験科目のわかりやすい過去問解説や概要論文を作って効率

的に勉強したいという方は、以下の「技術士二次試験三上塾 AI 論文作成プログラム」を

参考にしてください。 

https://suninfo.co.jp/g2gpt/ 

 

技術士二次試験 三上塾 

 

https://suninfo.co.jp/g2gpt/
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